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米
大
統
領
主
催
民
主
主
義
サ
ミ
ッ
ト

　

Ｚ
君
、
私
は
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権

の
外
交
に
不
安
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
12
月
９
～
10
日
、
米
国

の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
主
催
す
る
「
民

主
主
義
サ
ミ
ッ
ト
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

 

〈
バ
イ
デ
ン
氏
は
演
説
で
「
世
界
各
地

に
民
主
主
義
の
花
を
咲
か
せ
る
」
と
成

果
を
称
賛
し
た
が
、
共
同
声
明
な
ど
は

出
さ
れ
ず
、米
国
の
専
門
家
か
ら
は「
学

会
の
発
表
の
よ
う
だ
」
と
冷
め
た
見
方

も
で
て
い
る
。
中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
は

強
く
反
発
し
、
招
か
れ
な
か
っ
た
国
々

の
結
束
を
促
す
リ
ス
ク
を
指
摘
す
る
声

も
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
１
１
１
の
国
・
地
域

の
指
導
者
を
招
待
。
当
初
か
ら
つ
い
て

回
っ
た
批
判
は
、
強
権
的
な
指
導
者
た

ち
の
招
待
だ
。
各
国
首
脳
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド

ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
も
「（
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
）
報
道
の
自
由
、
表
現
の
自
由
は
完

全
に
享
受
さ
れ
て
い
る
」、
ブ
ラ
ジ
ル

の
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大
統
領
も
「
世
界
中

の
民
主
主
義
を
強
化
す
る
た
め
に
ブ
ラ

ジ
ル
は
頼
り
に
な
る
」と
胸
を
張
っ
た
。〉

（
12
月
11
日
「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
」）

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
露
呈
し
ま
し
た
。
米
国
は
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
な
ど
を
権
威
主
義
国

イ
ス
ラ
エ
ル
並
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
ノ
ー
ト
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藤
　
優

〔撮影： 森清〕

民
主
主
義
サ
ミ
ッ
ト
と

　
　 
岸
田
文
雄
首
相
の
姿
勢
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m

ガ
ザ
住
民
の
本
音

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
ガ
ザ
の
動

向
を
象
徴
す
る
出
来
事
が
２
つ
起
き
た
。

　

２
０
２
２
年
１
月
１
日
（
土
）
午
前
７

時
頃
（
現
地
時
間
）、
ガ
ザ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト

２
発
が
飛
来
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
南
の
沖
合
に

着
弾
し
、
爆
発
し
た
。
ま
さ
に
、
安
息
の

眠
り
を
さ
ま
す
…
…
で
あ
る
。
今
年
も
厄

介
な
年
に
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
11
月
24
日
、
そ
の
ガ
ザ
で
ア
ル
ク

ー
ド
ス
・
ア
ル
ヨ
ー
ム
Ｔ
Ｖ
が
、
ガ
ザ
住

民
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
放
映
し
た
。
イ

ス
ラ
エ
ル
で
の
就
労
を
熱
望
す
る
住
民
の

話
で
あ
る
。
数
例
紹
介
し
よ
う
（
Ｍ
Ｅ
Ｍ

Ｒ
Ｉ
№
９
２
０
６
収
録
）。

住
民
Ａ
「
彼
ら
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
な

ら
、
若
者
は
全
員
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
行
く
べ

き
だ
。
こ
こ
ガ
ザ
に
は
全
然
仕
事
が
な

い
。
私
も
機
会
を
得
た
ら
行
き
た
い
…
…

こ
こ
で
は
住
民
は
ゴ
ミ
を
食
っ
て
い
る
」

住
民
Ｂ
「
ガ
ザ
の
外
に
働
き
に
行
く
べ
き

だ
。
住
民
に
は
そ
れ
が
ず
っ
と
良
い
。
あ

ち
ら
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
で
１
日
４
０
０
シ
ェ

ケ
ル
（
１
シ
ェ
ケ
ル
＝
約
36
円
）
は
稼
げ
る
。

こ
こ
で
は
精
々
10
～
15
シ
ェ
ケ
ル
だ
。
ガ

ザ
で
は
何
の
価
値
も
な
い
仕
事
を
奪
い
合

っ
て
い
る
。
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
」

住
民
Ｃ
「
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
就
労
を
支
持

す
る
。
取
引
業
者
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ

行
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
が
、
実
際
は

イ
ス
ラ
エ
ル
で
働
く
労
働
者
だ
。
お
か
げ

で
連
中
は
、
子
供
た
ち
や
家
族
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
。
私
は
こ
こ
（
ガ
ザ
）
で
、

１
日
20
シ
ェ
ケ
ル
の
賃
金
で
働
い
て
い

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
な
ら
、
１
日
３
０
０

～
４
０
０
シ
ェ
ケ
ル
は
稼
げ
る
。
ガ
ザ
よ

り
格
段
に
多
い
。
１
カ
月
の
収
入
は
実
に

大
き
い
。
そ
れ
で
家
へ
戻
り
、
自
分
の
将

来
が
築
け
る
」

住
民
Ｄ
「
当
局
が
手
筈
を
決
め
て
く
れ
れ

滝
川
義
人

ガ
ザ
住
民
の
就
業
を
増
や
す

　
　

 
イ
ス
ラ
エ
ル

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
―
ガ
ザ
の
現
状
と
ふ
く
ら
む
期
待
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ベ
ネ
ッ
ト
へ
の
抗
議
集
会

　

昨
年
12
月
７
日
︑
テ
ル
ア
ビ
ブ
中
心
部

の
ハ
ビ
マ
ー
広
場
で
あ
る
集
会
が
開
催
さ

れ
た
︒
４
度
に
わ
た
る
総
選
挙
の
末
に
誕

生
し
た
ベ
ネ
ッ
ト
＆
ラ
ピ
ッ
ド
政
権
に
対

す
る
右
派
の
抗
議
集
会
で
あ
る
︒
下
野
し

た
リ
ク
ー
ド
党
や
宗
教
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
会

派
を
中
心
に
︑
約
２
万
人
が
集
結
し
た
︒

中
道
左
派
が
多
数
を
占
め
る
世
俗
派
の
町

テ
ル
ア
ビ
ブ
の
中
心
街
で
︑
普
段
あ
ま
り

見
か
け
な
い
ニ
ッ
ト
キ
ッ
パ
ー
を
被
っ
た

男
性
や
髪
を
覆
っ
た
女
性
な
ど
︑
多
く
の

宗
教
家
が
参
加
し
た
︒

　

現
政
権
は
ア
ラ
ブ
系
の
ラ
ア
ム
党
の
支

持
を
得
て
連
立
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
の
だ

が
︑
イ
ス
ラ
ム
主
義
を
標
榜
す
る
政
党
が

イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
権
側
に
つ
く
の
は
イ
ス

ラ
エ
ル
史
上
初
で
︑
こ
の
事
態
は
ユ
ダ
ヤ

人
国
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

危
機
だ
と
主
張
す
る
の
が
集
会
の
趣
旨
で

あ
る
︒
ベ
ネ
ッ
ト
首
相
は
︑
右
派
の
宗
教

的
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

基
盤
の
政
党
﹁
ヤ
ミ
ー
ナ
﹂
の
代
表
で
︑

イ
ス
ラ
エ
ル
で
初
め
て
宗
教
家
の
首
相
と

な
っ
た
︒
そ
の
ベ
ネ
ッ
ト
に
抗
議
し
て
い

る
の
が
︑
同
じ
会
派
の
宗
教
的
シ
オ
ニ
ズ

ム
の
人
々
な
の
で
あ
る
︒

　

ベ
ネ
ッ
ト
は
先
の
選
挙
戦
で
︑
ア
ラ
ブ

政
党
や
左
派
政
党
と
組
む
こ
と
は
な
い
と

公
約
を
掲
げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑

労
働
党
や
メ
レ
ツ
党
な
ど
の
左
派
政
党
︑

さ
ら
に
ア
ラ
ブ
系
の
ラ
ア
ム
党
の
支
持
を

受
け
た
連
立
政
権
へ
参
入
し
た
︒
ベ
ネ
ッ

ト
を
支
持
す
る
宗
教
的
シ
オ
ニ
ス
ト
た
ち

か
ら
︑﹁
嘘
偽
り
の
不
正
な
政
権
﹂
と
弾

劾
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︵
ベ

ネ
ッ
ト
首
相
の
詳
細
に
関
し
て
は
２
０
２
１
年

８
月
号
参
照
︶︒

　

今
回
は
︑
ベ
ネ
ッ
ト
首
相
を
頂
点
に
︑

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
政
治
や
安
全
保
障
分

野
な
ど
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た

宗
教
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
当
て
︑
そ

の
歴
史
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
遷
を
追
っ

て
み
た
い
︒

47

イ
ス
ラ
エ
ル

多
角
多
論

宗
教
的
シ
オ
ニ
ズ
ム

 
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
遷

齋
藤
真
言
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国
交
樹
立
70
年
の
記
念
す
べ
き
年
に

徳
留
絹
枝　

今
年
は
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ

ル
が
国
交
を
樹
立
し
て
か
ら
70
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
１
９
４
８
年

に
ユ
ダ
ヤ
人
は
１
９
０
０
年
ぶ
り
に
自
ら

の
国
イ
ス
ラ
エ
ル
を
建
国
し
、
以
後
発
展

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
同
時
期
に

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
、
混
乱

し
た
戦
後
を
立
て
直
し
て
い
た
最
中
で
し

た
。
そ
ん
な
１
９
５
２
年
に
い
ち
早
く
国

交
を
樹
立
し
た
の
が
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル

で
す
。
21
世
紀
の
今
日
、
両
国
は
い
ず
れ

も
最
先
端
技
術
を
持
つ
民
主
主
義
国
家
と

し
て
経
済
的
に
も
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
ま

し
た
。
今
後
の
両
国
の
関
係
が
発
展
し
て

い
く
た
め
に
何
が
必
要
か
、
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ク
ー
パ
ー　

私
は
、
日
本

人
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
間
で
理
解
と
友
情
を

深
め
る
た
め
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
何
十

年
に
も
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
何
度
も
日
本
を
訪
れ
、
日
本
の
政

府
関
係
者
に
会
い
、
駐
日
米
国
大
使
や
駐

日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
と
会
合
を
重
ね
、
報

道
関
係
者
と
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
の
人
々
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
ユ
ダ
ヤ
人

の
歴
史
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
大
き
な
期

待
を
も
っ
て
迎
え
ま
し
た
。

　

最
近
、
私
は
あ
る
興
味
深
い
記
事
を

読
み
ま
し
た
（
２
０
２
２
年
１
月
12
日
付
、

N
ew

s W
eek

）。
そ
れ
は
、
日
本
と
イ
ス
ラ

エ
ル
が
、
米
国
も
含
め
て
強
力
な
同
盟
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
内
容
で

し
た
。
こ
れ
は
両
国
が
追
求
す
る
価
値
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

し
か
し
私
は
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い
の

で
す
が
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
同
盟
関

係
を
強
化
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
願
う

人
々
を
深
く
失
望
さ
せ
て
き
た
日
本
の
対

《 INTERVIEW 》

真
の
同
盟
へ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

▼ 

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

▲

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ク
ー
パ
ー

（
聞
き
手
・
徳
留
絹
枝
）
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【
編
集
部
】
イ
ス
ラ
エ
ル
は
０
か
ら
１
を
生

み
出
す
の
が
得
意
で
、
日
本
は
１
を
１
０

０
に
す
る
の
に
長
け
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
２
つ
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
ら
最
強
の

組
み
合
わ
せ
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
号
か
ら
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
長
年
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
新
井
均
氏
に
、
そ
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
探
る
上
で
ヒ
ン
ト
と
な

る
話
題
を
連
載
い
た
だ
く
。

注
目
度
が
高
ま
る
イ
ス
ラ
エ
ル

　

こ
こ
数
年
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
が
進
め
ら
れ
る
流
れ
の
中
で
、

日
本
の
産
業
界
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
・

技
術
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
10
月
時
点
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
拠
点
を
置
く
日
本
企
業
は
91
社
に
な

り
、
日
本
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
投
資
も

11
億
ド
ル
に
達
し
た
。
田
辺
三
菱
製
薬
の

ニ
ュ
ー
ロ
ダ
ー
ム
買
収
、
キ
ャ
ノ
ン
の
ブ

リ
ー
フ
カ
ム
買
収
、
デ
ン
ソ
ー
や
Ｓ
Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ｏ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ラ
ボ
を
開
設
す
る

な
ど
、
具
体
的
な
成
果
も
数
多
く
出
て
い

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
側
も
日
本
か
ら
の
投
資

を
さ
ら
に
呼
び
込
む
た
め
に
、
毎
週
の
よ

う
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
（
ネ
ッ
ト

上
の
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

企
業
や
投
資
機
会
の
紹
介
に
熱
心
だ
。

　

筆
者
は
２
０
０
７
年
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル

企
業
と
共
に
仕
事
を
し
、
２
０
１
４
年
か

ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
の
日
本
市
場
参
入

を
支
援
し
て
き
た
。
自
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の

技
術
を
利
用
し
、
共
に
開
発
を
行
な
い
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
っ
て
き
た
。
昨
年
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
秘
密

が
エ
リ
ー
ト
教
育
に
あ
る
と
考
え
、
東
洋

経
済
新
報
社
よ
り
『
世
界
の
エ
リ
ー
ト
は

な
ぜ
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
に
注
目
す
る
の
か
』

イ
ス
ラ
エ
ル
の
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
 

エ
コ
シ
ス
テ
ム

新
井　

均

l

日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
道l

1
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新
約
聖
書
に
出
て
く
る
「
良
き
サ
マ
リ

ア
人
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
に
も
よ

く
知
ら
れ
る
物
語
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
律

法
の
専
門
家
と
議
論
す
る
中
で
、
隣
人
と

は
誰
か
と
い
う
質
問
に
答
え
て
言
及
し
た

例
え
話
で
あ
る
。
ル
カ
に
よ
る
福
音
書

10
・
30
～
37
を
読
ん
で
み
よ
う
。

 

「
あ
る
人
が
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
エ
リ
コ
へ

下
っ
て
行
く
途
中
、
追
い
剥
ぎ
に
襲
わ
れ

た
。
追
い
剥
ぎ
た
ち
は
そ
の
人
の
服
を
剥

ぎ
取
り
、
殴
り
つ
け
、
瀕
死
の
状
態
に
し

て
逃
げ
去
っ
た
。
あ
る
祭
司
が
た
ま
た
ま

そ
の
道
を
下
っ
て
来
た
が
、
そ
の
人
を
見

る
と
、
反
対
側
を
通
っ
て
行
っ
た
。
同
じ

よ
う
に
、
レ
ビ
人
も
そ
の
場
所
に
や
っ
て

来
た
が
、
そ
の
人
を
見
る
と
、
反
対
側
を

通
っ
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
旅
を
し
て

い
た
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、
そ
の
場
所
に

来
る
と
、
そ
の
人
を
見
て
気
の
毒
に
思

い
、
近
寄
っ
て
傷
に
オ
リ
ー
ブ
油
と
ぶ
ど

う
酒
を
注
ぎ
、
包
帯
を
し
て
、
自
分
の
家

畜
に
乗
せ
、
宿
屋
に
連
れ
て
行
っ
て
介
抱

し
た
。
そ
し
て
、
翌
日
に
な
る
と
、
デ
ナ

リ
オ
ン
銀
貨
二
枚
を
取
り
出
し
、
宿
屋
の

主
人
に
渡
し
て
言
っ
た
。『
こ
の
人
を
介

抱
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
が
も
っ
と
か
か

っ
た
ら
、
帰
り
が
け
に
払
い
ま
す
』。
こ

の
三
人
の
中
で
、
誰
が
追
い
剥
ぎ
に
襲
わ

れ
た
人
の
隣
人
に
な
っ
た
と
思
う
か
」。

律
法
の
専
門
家
は
言
っ
た
。「
そ
の
人
に

憐
れ
み
を
か
け
た
人
で
す
」。
イ
エ
ス
は

言
わ
れ
た
。「
行
っ
て
、
あ
な
た
も
同
じ

よ
う
に
し
な
さ
い
」　 

（
聖
書
協
会
共
同
訳
）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
逸
話
か
ら
、「
良

き
サ
マ
リ
ア
人
の
法
」（G

ood Sam
aritan 

law
s

）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
災
難
に
遭

っ
た
り
急
病
に
な
っ
た
り
し
た
人
な
ど
、

窮
地
に
陥
っ
た
人
を
救
う
た
め
に
無
償
で

サ
マ
リ
ア
人
の
現
在

特
別
寄
稿

大
貫
康
雄
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　ヘブライ語聖書対訳シリーズ『創世
記Ⅰ』で創世記の原文を読んでいるみ
さとさん。今日の質問は何でしょうか。

みさと　創世記 22:8 で、アブラハム
がイサクに答えた言葉「わたしの子よ、
焼き尽くす献げ物の子羊はきっと神が
備えて
4 4 4

くださる」（新共同訳）で質問が
あります。対訳では「神が彼のために
燔祭のための子羊を見る

4 4

、私の子よ」
（下参照）となっていて、ずいぶん違い
ます。「見る」という動詞 EA' Y!  J%〈イ
ルエー〉には「備える」という意味も
あるんですか。
オゼル先生　まず基本的なところをお
さらいしておきましょう。問題の動詞
EA' Y!  J%〈イルエー〉は EA)  Y)〈ラアー〉
の未完了 3 人称男性単数形で、主語
は直前の「神 NJE%  +MA"〈エろヒーム〉」
だと考えられます。〈エろヒーム〉は
文法的には男性名詞の複数形ですが、

聖書の神、主を意味する場合に単数の
扱いになります（2018 年 10 月号参照）。
　そして本題ですが、EA)  Y)〈ラアー〉
の基本的な意味は「見る」です。そこ
から派生して「見つける、選ぶ」など
の意味もありますが、「備える」とい
う意味はありません。
み　でも、日本語に訳されている聖書
は、ほとんどが「備える」と訳してい
ます。対訳の下の脚注でも「『備える』
は意訳」と書かれていますが、そもそ
もそういう意味がないなら、日本語訳
聖書はどうしてこのような訳になった
んでしょう。
先　難しい質問ですね……。原文から
離れた訳になっていると思われる箇所
では、注解や古代訳の影響を受けてい
ることがあります。現存する最も古い
翻訳聖書の 1 つで、当時の解釈を反
映させているのはギリシア語の 70 人
訳ですが、私の手元にある 70 人訳で

スタンプアート：

GOD MILK
〈ごっどみるく〉

みさとさんの素朴な疑問に、ヘブライ語のオゼル先生が答えるコーナー

教えて！ヘブライ語

Q.28 「主の山に備えあり」？

《ヘブライ語と日本語は右から左に読む》

創
世
記
22
・
８
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よ子の私
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で山

連単男・前

イナドア
の

固

ーエラェイ
るれら見

単男３未ニ
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● 

ニ
ュ
ー
ス
の
死
角

　

中
国
の
武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
最
初
に
発

症
し
た
の
は
２
０
１
９
年
12
月
１
日
。
そ
の
３
日
後
の
12
月
４

日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
で
長
い
間
地
元
住
民
の
た
め
に
働
い

て
き
た
日
本
人
医
師
、
中
村
哲
さ
ん
が
作
業
現
場
に
車
で
向
か
う

途
中
、武
装
集
団
の
襲
撃
に
遭
っ
て
倒
れ
た
。享
年
73
歳
で
あ
っ
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
貧
し
い
人
た
ち
や
ア
フ
ガ
ン
難
民
た
ち
の
治

療
に
始
ま
っ
た
中
村
さ
ん
の
活
動
は
、
２
０
０
０
年
の
大
旱か
ん

魃ば
つ

と

飢
饉
で
多
く
の
人
び
と
が
餓
死
し
て
い
く
様
を
目
の
当
た
り
に
し

て
か
ら
は
、
自
ら
進
ん
で
数あ
ま

多た

の
井
戸
を
掘
り
、
さ
ら
に
用
水
路

を
ひ
く
工
事
に
全
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
。
き
れ
い
な
水
が
飲
め

て
、
食
べ
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
病
気

は
な
く
な
る
は
ず
だ
、
山
の
よ
う
に
抗
生
物
質
を
持
っ
て
い
て

も
、根
本
的
に
は
解
決
し
な
い
、そ
う
確
信
し
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
日
本
の
国
土
の
１
・
７
倍
の
面
積
を
も
つ

山
の
国
。
大
半
の
国
民
が
山
あ
い
に
開
け
る
狭
い
平
野
で
農
業
を

営
む
。
国
土
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
（
最

高
峰
７
７
０
８
ｍ
）
の
大
山
塊
で
、
降
雨
面
積
は
日
本
列
島
よ
り
広

く
、
無
数
の
支
脈
が
集
ま
り
、
北
は
ア
ム
ダ
リ
ヤ
川
の
源
流
と
な

り
、
東
は
イ
ン
ダ
ス
川
の
支
流
を
成
す
。
高
山
の
万
年
雪
が
巨
大

な
貯
水
槽
の
役
目
を
果
た
し
、
川
沿
い
の
沃
野
を
潤
し
て
き
た
。

そ
れ
が
、
近
年
の
気
候
変
動
――
日
本
も
そ
の
影
響
で
毎
年
異
常

な
ほ
ど
の
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
――

で
、
急
激
な
雪
解
け
と
集
中
豪
雨
が
多
発
し
、
洪
水
と
渇
水
が
極

端
な
形
で
同
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

池
田
　
裕

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ

聖
書
の
世
界 

エ
ッ
セ
イ
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v
ユ
ダ
ヤ
人
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

　

ユ
ダ
ヤ
の
代
表
料
理
と
言
え
ば
最
初

に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
チ
キ
ン
ス
ー
プ

だ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
新
年
に
、
過
越
し
祭

に
、
そ
し
て
毎
週
の
安
息
日
に
、
世
界

中
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
必
ず
食
卓
に
並
べ
る

一
品
だ
。
透
明
な
チ
キ
ン
ス
ー
プ
に

は
、
き
ら
き
ら
と
黄
金
の
鶏
の
油
脂
が

浮
き
、
煮
込
ま
れ
て
ほ
ろ
ほ
ろ
に
な
っ

た
骨
付
き
鶏
肉
と
大
ぶ
り
に
切
ら
れ
た

人
参
、
玉
ね
ぎ
、
セ
ロ
リ
、
ト
ッ
ピ
ン

グ
に
イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
や
デ
ィ
ル
が

の
る
。
ポ
ト
フ
の
よ
う
な
、
と
言
え
ば

想
像
し
や
す
い
だ
ろ
う
か
。

　

過
越
し
祭
に
は
、
そ
の
時
期
だ
け
の

種
無
し
パ
ン
「
マ
ッ
ツ
ァ
」
の
粉
と
卵

で
作
っ
た
ふ
わ
ふ
わ
の
ま
ん
ま
る
な
団

子
「
ク
ネ
イ
ダ
ラ
フ
」
が
浮
き
、
新
年

に
は
ラ
ビ
オ
リ
の
よ
う
な
「
ク
レ
パ
ラ

フ
」、
日
常
に
は
短
く
折
っ
た
卵
麵
の

パ
ス
タ
が
入
れ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
何

も
入
ら
な
い
シ
ン
プ
ル
な
ス
ー
プ
の
時

も
あ
る
。
な
ん
だ
か
日
本
の
お
雑
煮
の

よ
う
な
、
お
で
ん
の
よ
う
な
、
ほ
っ
と

安
心
す
る
母
の
、
そ
し
て
祖
母
の
味

だ
。
と
言
っ
て
も
ユ
ダ
ヤ
料
理
に
し
て

は
珍
し
く
地
域
性
は
な
く
、
ど
の
家
も

秘
密
の
レ
シ
ピ
は
あ
る
け
れ
ど
、
い
た

っ
て
シ
ン
プ
ル
な
一
皿
。
そ
の
分
こ
と

こ
と
と
煮
込
む
時
間
と
か
け
た
手
間
が

心
と
身
体
に
沁
み
る
の
で
あ
る
。

こ
し
で 

み
づ
きl

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
。
上
智
大
学
神
学
部
卒
業
。
２

０
０
７
年
～
08
年
ハ
イ
フ
ァ
大
学
、
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
留
学
。
帰
国
後
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
師
事
。
現
在
独
立
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
他
各
国
料
理
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
る
。

越
出
水
月

ユ
ダ
ヤ
の
チ
キ
ン
ス
ー
プ

イ
ス
ラ
エ
ル 

御
馳
走
帖

7558

TaS  XY(  O!
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前
章
は
、
サ
ム
エ
ル
と
サ
ウ
ル
の
別
れ

の
シ
ー
ン
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
サ
ム
エ
ル
は
ラ
マ
に
行
き
、
サ
ウ
ル
は

ギ
ブ
ア
に
あ
る
自
分
の
家
に
上
っ
て
行
っ

た
。
サ
ム
エ
ル
は
死
ぬ
日
ま
で
再
び
サ
ウ

ル
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
サ
ム
エ
ル

は
サ
ウ
ル
の
こ
と
で
悲
し
み
、
主
は
サ
ウ

ル
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
と
し
た
こ
と
を
悔

や
ま
れ
た
。（
サ
ム
エ
ル
記
上
15
・
34
～
35
）

　

サ
ム
エ
ル
は
、
死
ぬ
日
ま
で
再
び
サ
ウ

ル
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
サ
ム
エ
ル
の
死
後
、
サ
ウ
ル

が
霊
媒
の
女
に
頼
ん
で
サ
ム
エ
ル
の
霊
を

呼
び
出
し
て
も
ら
い
、
再
会
し
て
い
ま
す

（
サ
ム
エ
ル
記
上
28
・
11
～
19
）。
し
か
し
地

上
で
は
こ
れ
が
最
後
の
辛
い
別
れ
と
な
り

ま
し
た
。

　

サ
ウ
ル
は
こ
の
後
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王

で
あ
り
続
け
ま
す
が
、
自
分
が
王
で
あ
る

の
を
神
が
嫌
っ
て
い
る
こ
と
を
、
サ
ウ
ル

自
身
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
サ
ム
エ

ル
は
預
言
者
で
あ
り
続
け
ま
す
が
、
サ
ウ

ル
王
が
世
代
を
超
え
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
救

う
た
め
に
選
ば
れ
た
者
で
は
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
物

語
は
大
き
く
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

l

サ
ム
エ
ル
の
次
の
一
歩

　

16
章
は
、
ダ
ビ
デ
が
見
出
だ
さ
れ
る
瞬

間
を
描
い
た
物
語
で
す
。
ダ
ビ
デ
が
選
ば

れ
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
物

語
は
、
私
た
ち
を
驚
か
せ
非
常
に
困
惑
さ

せ
ま
す
。
ダ
ビ
デ
は
ど
ん
な
人
な
の
か
。

な
ぜ
ダ
ビ
デ
が
選
ば
れ
た
の
か
。
こ
の
物

語
の
真
相
を
探
る
に
は
、
多
く
の
注
意
を

払
い
、
勇
気
を
持
っ
て
読
み
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

　

16
章
は
、
主
が
サ
ム
エ
ル
を
ユ
ダ
の
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
の
エ
ッ
サ
イ
の
と
こ
ろ
に
遣
わ

す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

サ
ム
エ
ル
は
サ
ウ
ル
の
出
身
地
で
あ
る

（
那
須
雄
二 

訳

）

ベ
ニ
ー
・
ラ
ウ

ダ
ビ
デ
の
油
注
ぎ

《
サ
ム
エ
ル
記
上
16
章
》

サムエル記講話

FAM  JQB  BYE
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❍ 

雑
貨
店
で
の
出
来
事

　

ギ
リ
シ
ア
の
首
都
ア
テ
ネ
︒
市
内
の

あ
ち
こ
ち
の
喫
茶
店
で
は
︑
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
人
々
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
議
論
し
て
い
ま
す
︒
私
が
留
学
に

行
っ
た
１
９
７
６
年
頃
は
︑
喫
茶
店
だ

け
で
な
く
︑
市
内
の
ど
の
店
で
も
客
と

店
員
が
店
の
商
品
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

当
時
は
ま
だ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
数
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
て
︑
買
い

物
は
雑
貨
屋
で
済
ま
せ
て
い
ま
し
た
︒

そ
こ
で
は
ギ
リ
シ
ア
語
が
分
か
ら
な
い

私
も
︑
議
論
の
雰
囲
気
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
︒

　

あ
る
日
︑
近
く
の
雑
貨
屋
に
出
か
け

ま
し
た
︒
店
主
は
並
べ
て
あ
る
商
品
や

店
の
自
慢
話
を
数
名
の
客
に
延
々
と
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
︑
私
の
姿
を
見

る
と
︑
す
ぐ
に
彼
が
言
い
ま
し
た
︒

ﾠ

﹁
キ
リ
エ
・
テ
ィ
・
セ
レ
テ
︵
ご
主
人
様
︑

何
が
ご
入
り
用
で
し
ょ
う
か
︶﹂

　

一
緒
に
行
っ
た
友
人
が
︑
ギ
リ
シ
ア

語
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
私
に
訳
し

て
く
れ
ま
し
た
︒
店
主
の
言
葉
は
丁
寧

で
す
が
︑
高
圧
的
な
言
い
方
が
気
に
な

っ
て
そ
の
友
人
に
尋
ね
ま
し
た
︒

ﾠ

﹁
何
?!
﹃
キ
リ
エ
﹄
は
聖
書
で
は
﹃
主

よ
﹄
の
意
味
で
︑
神
様
に
向
か
っ
て
言

う
言
葉
だ
︒
人
間
に
対
し
て
使
う
も
の

で
は
な
い
よ
ね
﹂

　

と
こ
ろ
が
友
人
は
︑
な
だ
め
る
よ
う

に
し
て
私
に
言
い
ま
し
た
︒

ﾠ

﹁
キ
リ
エ
は
男
性
に
対
す
る
呼
び
か
け

だ
よ
︒
聖
書
の
時
代
だ
け
で
な
く
︑
現

代
で
も
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
﹂

❍ 

ア
ド
ナ
イ
か
ら
キ
リ
オ
ス
に

　

キ
リ
エ
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の

か
︑
辞
書
を
引
き
つ
つ
調
べ
て
み
ま
し

ょ
う
︒
ま
ず
︑κύριε

︿
キ
リ
エ
﹀
の

キ
リ
エ
は
「
主
よ
」
か

 
「
ご
主
人
様
」
か

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

ウ
ロ
コ

藤
原
豊
樹

3
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●
﹁
世
界
最
古
の
宗
教
﹂
な
の
か
？

ﾠ

﹁
ユ
ダ
ヤ
教
﹂
は
︑
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う

な
世
界
最
古
の
宗
教
で
は
な
い
︒
歴
史
的

事
実
と
し
て
は
︑
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗

教
と
い
う
長
い
年
月
を
生
き
延
び
て
変
遷

を
繰
り
返
し
︑
紀
元
２
０
０
年
か
ら
５
５

０
年
頃
に
か
け
て
今
日
の
形
に
な
っ
た
宗

教
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル

の
宗
教
と
︑
現
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
は
︑
同
一

の
宗
教
と
は
言
え
な
い
︒
実
際
に
現
在
の

ユ
ダ
ヤ
教
が
成
立
し
た
の
は
︑
キ
リ
ス
ト

教
よ
り
も
新
し
い
︒
こ
の
事
実
は
一
般
に

は
理
解
さ
れ
に
く
く
︑
ユ
ダ
ヤ
教
を
め
ぐ

る
誤
解
の
源
に
も
な
っ
て
い
る
︒
ユ
ダ
ヤ

教
自
体
も
︑
現
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
は
古
代
イ

ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
を
受
け
継
い
で
い
る
と

主
張
す
る
︒
そ
の
一
例
と
し
て
︑
ユ
ダ
ヤ

暦
で
は
紀
元
前
３
７
６
０
年
に
天
地
が
創

造
さ
れ
た
と
し
て
︑
今
日
で
も
天
地
創
造

紀
元
に
西
暦
を
加
え
︑
閏
年
で
調
整
さ
れ

た
暦
が
使
わ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
に
よ
る

と
︑
今
年
︵
２
０
２
２
年
︶
は
５
７
８
２
年

に
な
る
︒

　

族
長
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
︑
ヤ
ハ
ウ
ェ
と

名
乗
る
神
だ
け
を
崇
拝
す
る
と
し
て
︑
神

と
契
約
を
結
ん
だ
時
期
︑
紀
元
前
18
世
紀

頃
に
は
︑
す
で
に
世
界
に
は
多
く
の
﹁
宗

教
﹂
が
存
在
し
て
い
た
︒
た
と
え
ば
石
器

時
代
の
葬
送
儀
礼
に
み
ら
れ
る
死
者
を
悼

む
行
動
は
︑
確
実
に
宗
教
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
︒
モ
ー
セ
が
ヘ
ブ
ラ
イ
の

民
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
救
い
出
し
た
紀
元
前

13
世
紀
前
後
に
も
︑
エ
ジ
プ
ト
に
は
壮
大

な
古
代
の
宗
教
儀
礼
が
存
在
し
て
い
た
︒

　

し
か
し
︑
注
意
す
る
べ
き
点
は
︑
多
く

の
解
説
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
︑
こ
の
よ

う
な
誤
解
は
単
純
に
否
定
し
て
し
ま
う
こ

と
も
で
き
な
い
︑
難
し
い
側
面
も
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
ヘ
ブ
ラ
イ
語

聖
書
に
記
載
さ
れ
た
物
語
を
︑
古
い
時
代

塩
尻
和
子

ユ
ダ
ヤ
教
の
独
自
性
と

　
　

 
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
成
立

４

一
つ
の
神
と
三
つ
の
宗
教
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目
元
へ
の
意
識
の
高
ま
り

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
蔓
延
し

て
２
年
が
経
ち
、
マ
ス
ク
は
私
た
ち
の

日
々
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
た
。
マ

ス
ク
で
顔
が
隠
れ
て
し
ま
う
た
め
、
最

近
で
は
メ
イ
ク
を
し
な
い
女
性
が
増
え

て
い
る
と
い
う
統
計
も
あ
る
。
完
璧
に

メ
イ
ク
を
し
た
と
こ
ろ
で
顔
の
半
分
は

見
え
な
い
の
と
、
マ
ス
ク
で
メ
イ
ク
が

崩
れ
し
て
し
ま
う
の
が
理
由
ら
し
い
。

そ
の
た
め
、
コ
ス
メ
業
界
全
体
の
売
り

上
げ
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
マ
ス
ク
で
は
隠
れ
な

い
眉
と
目
の
メ
イ
ク
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
上
は
、「
マ
ス

ク
映
え
す
る
ア
イ
メ
イ
ク
の
コ
ツ
」
な

ど
と
い
う
サ
イ
ト
で
溢
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
ア
イ
メ
イ
ク
が
最
も

重
要
な
身
だ
し
な
み
だ
と
考
え
る
女
性

が
増
え
て
い
る
の
だ
。
ア
イ
ブ
ロ
ウ
や

ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
と
い
っ
た
コ
ス
メ
商
品

だ
け
は
売
上
増
を
記
録
し
、
前
年
比
で

３
０
０
％
を
超
え
る
商
品
も
あ
る
と
い

う
。
顔
の
印
象
を
決
定
づ
け
る
目
元
へ

の
意
識
は
、
こ
の
２
年
で
明
ら
か
に
変

化
し
て
い
る
。

　

目
元
へ
の
意
識
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
中
東
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
住
む
女

性
は
コ
ロ
ナ
よ
り
は
る
か
以
前
か
ら
世

界
に
先
ん
じ
て
重
要
視
し
て
き
た
。
身

体
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
衣
服
で
覆
わ
れ
、

辛
う
じ
て
目
と
手
だ
け
を
人
に
見
せ
ら

れ
る
た
め
、
ア
イ
メ
イ
ク
は
女
性
に
と

っ
て
の
命
な
の
だ
。
目
元
に
く
っ
き
り

と
ア
イ
ラ
イ
ン
を
引
き
、
ア
イ
シ
ャ
ド

ウ
や
マ
ス
カ
ラ
を
巧
み
に
用
い
る
メ
イ

ク
は
も
は
や
芸
術
と
言
え
る
。
つ
け
ま

つ
げ
の
種
類
も
実
に
豊
富
で
あ
る
。

蒸
留
技
術
の
発
展

　

中
東
の
女
性
は
も
と
も
と
目
が
パ
ッ

チ
リ
し
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
こ
に
さ

ら
に
濃
い
め
の
ア
イ
メ
イ
ク
を
す
る
た

め
、
映
画
に
出
て
く
る
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

を
思
い
出
さ
せ
る
仕
上
が
り
と
な
る
。

目
の
縁
を
強
調
し
、
尾
を
引
く
よ
う
に

光
永
光
翼

中
東
の
身
だ
し
な
み

　「
ア
イ
メ
イ
ク
」

知
っ
て
お
き
た
い
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
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撮影・平岡真一郎「麗しのエルサレ

 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。


